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修士論文要旨
住民の多様な能力に応じた森林減少・劣化抑制活動の公平性に関する考察
－ラオス北部山岳地における焼畑耕作の影響を事例として－
松﨑　咲慧（Sae Matsuzaki）　　指導：天野　正博
１．研究背景
　人為的な温室効果ガス排出のうち、約２割は森林減少・
劣化が原因であるといわれている。COP16で採択された
REDD+はこうした森林減少劣化を抑制するために、開発
援助の経験を温室効果ガス排出権取引に組み込んだアプ
ローチである。そのため、REDD+では開発援助プログラ
ムが重視している、森林保全活動を持続的に実施する能力
選択肢のない地域住民については能力向上の機会を与える
制度になっている。また森林減少劣化抑制活動によって不
利益を被る地域住民へ特別に配慮することを求めたセーフ
ガードが定められている。しかしながら、セーフガードと
は具体的に何をさすことなのか、どのように確保するのか
については報告様式の議論に留まり、国際交渉の場でセー
フガードの中身についての議論が進んでいない。
２．目的
　本研究では、JICA技術協力プロジェクトPAREDDの家
畜リボルビンググループに着目した。その上でグループ参
加世帯、不参加世帯の様々な森林土地利用を明らかにし、効
果的な森林減少劣化抑制活動を提案することを目的とした。
３．調査手法と研究対象地
　ラオス北部ルアンパバン県ポンサイ郡ホアイキンクラス
ターホアイキン村において、半構造化インタビューを行っ
た。調査対象者は地域住民の中から65世帯を抽出した。そ
の際、家畜リボルビングの参加、不参加や民族を考慮し選
択した。土地森林利用、家畜保有数、言語、教育などの回
答結果をもとに重回帰分析、判別分析、主成分分析を行っ
た。
４．結果分析と考察
　重回帰分析によって家畜を販売できることは焼畑使用面
積を縮小するための機能の一つであることが明らかになっ
たが、これは家禽とヤギに限られている。また、家畜だけ
ではなく水田使用面積の係数も負の値を示したことから、
家畜だけではなく水田による米生産を行うことも代替生計
手段としての重要な機能として働いたといえるだろう。
PAREEDによる家畜支援はこうした土地利用の背景を踏
まえて、何を誰に支援すべきか筋道を立てる必要があった
が時間の制約から土地森林管理委員会に参加世帯の選出を
丸投げしたような形となってしまった。そのため水田や採
草地、メイズ、キャッサバ面積を使用できる傾向があり、家
畜を計画的に飼育できる世帯がスタディツアーやワクチン
接種の機会を得られる最初の世帯として選ばれてしまった。
また、参加世帯は夫婦のラオ語理解力や教育レベルが高い
傾向にあることから、村落会議や村外の支援者によるワー
クショップなどで情報を入手できたり発信できたりする変
換能力のある世帯に有利に働く仕組みになってしまった。
PAREDDのアプローチは表面的には住民参加型をとって
いるように見えても、社会的に弱い住民や、焼畑に依存す
る傾向にある住民を実際は排除していると言わざるをえな
い。なぜこのような支援になってしまったのかは不明であ
るが、プロジェクトの初期段階で参加型土地利用計画策定
を実施していたことにより、多くの時間と住民の労力を投
入した点が要因の一つとして考えられる。参加型土地利用
計画では、保護林の設定によって、その森林を焼き畑とし
て利用していた世帯が退去しなければならなくなった。
PAREDDをREDD+活動と仮定すると、退去させられた31
世帯は何の対策もなしに土地を利用する権利を奪われたこ
とになるため地域住民へのセーフガードが確保されていな
いということになる。こうしたことから、どのようなケイ
パビィリティを有しているか吟味をした上で、焼畑の抑制
に繋がるようなREDD+活動を採用する必要があるだろう。
この点に対して主成分分析結果から支援のアイデアを示し
た。評価空間としては使用面積、米栽培、家畜飼育、森林
利用、言語・教育レベルの５つをから考察し、それぞれの
主成分得点の傾向に応じたアプローチ方法の提案を行った。
５．結論
　本研究では、JICA技術協力プロジェクトのPAREDDを
取り上げ、ホアイキン村での家畜リボルビング参加世帯、不
参加世帯の土地利用を定量的に示し、家畜貸与の支援がど
のような意味を持ったのかを明らかにした。そして一つの
生計手段に限定した住民の参加を考えるのではなく、暮ら
しの中でその生計手段を選択する自由はあるかどうかを定
量的に明らかにした上で多様な地域住民に対応する複合的
なアプローチを示した。
